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研究要旨 

 第 4 世代神経剤(FGA)に関し、物性、中毒時の病態、治療方針等を中心に、現時点における

適切な方略および手法を検討した。 

 FGA 中毒は他の神経剤と比べ、物性、発症様式等に相違があり、患者は長期に及ぶ薬物
治療と集中的な支持療法を必要とする可能性があるので、多数傷病者が発生した場合、地域
の医療現場に重大な負荷を与える可能性がある。 
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Ａ  研究目的 

化学テロ対応に関する現時点での適切な方略お

よび手法の確立。 

 

Ｂ  研究方法 

現在、国際的な関心事である化学兵器、特に第 4

世代神経剤(FGA)に関する情報は不足している。本

剤の物性、中毒時の病態、治療方針等に関する情

報を中心に収集、整理、検討し、現時点における適

切な方略および手法を検討する。 

なお、本研究は、主として公表されている文献

調査に基づき実施されたものであり、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針（平成２６年

文部科学省・厚生労働省告示第３号）」の対象に

は該当しない。 

 

Ｃ  研究成果 

 FGA は揮発性が低いので液体として遭遇する可
能性が高い。皮膚接触から症状出現までの時間は
長く 3 日を要することがある。吸入、経口摂取、
広範な皮膚接触の場合、症状は早期に出現する。
皮膚および毛髪の除染が重要である。痙攣は、動

物実験において FGA中毒の顕著な所見である
が、数少ないヒト事例では観察されていない。 
皮膚および毛髪の除染が重要である。剤が液体
の場合、早期が望ましいが曝露から数時間から数
日後であっても除染には臨床的意義がある。 
 

Ｄ  考察 

FGA中毒は他の神経剤と比べ、物性、発症様式
等に相違があり、患者は長期に及ぶ薬物治療と集
中的な支持療法を必要とする可能性がある。 

また、FGA は持続性の毒物であり除染を行わな
ければ、数日から数ヶ月、環境表面に残存する可
能性がある。更なる FGAへの曝露を防ぐため
に、環境表面の除染が必須である。 
 

Ｅ  結論 

FGA中毒は、多数の傷病者が発生した場合、地
域の医療現場に重大な負荷を与える可能性がある
ので特段の注意が必要である。 
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